
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

和歌山市家庭教育支援チーム 

 （呼称：～温もり・育む～ぱんだのおなか） 

 URL：https://teammakespot.themedia.jp/ 

 

②活動拠点 
和歌山市本町 2-1 フォルテワジマ 6 階 

和歌山市地域フロンティアセンターＰＲ8 Team MAK-e Spot 

③活動範囲 和歌山市内 

④組織体制 

 

  10 人 

(和歌山市家庭教育支援サポーター2 名を含む) 

 

 

⑤活動開始年度 2019 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

Team MAK-e Spot 

（TEL）            （E-mail）teammakespot@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://teammakespot.themedia.jp/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

2019 年空洞化、高齢化に悩む地域コミュニティの再生と賑わいの創出を図

ろうと『モノをつくる、街を育てる、人とつながる』をテーマに『つくり場』という

意味からＮＰＯ Team MAK-e Spot を立ち上げる。 

 

2020 年コロナウィルス感染症による未曾有の時代を迎え、地域には多世

代・地域交流ができる居場所が必要だと痛感し、『ほんまち子ども食堂』を開

設。 

居場所づくりとこどもの見守り活動事業に取り組む。 

和歌山信愛大学 地域連携フィールドゼミナールと連携開始。 

 

2023 年和歌山県食育推進連絡会と連携し、こども食堂を基軸にとした食育

事業に取り組む。 ※現在も継続活動中 

 

2024 年こども食堂地域防災拠点化計画をテーマに防災活動への取り組み

を開始。拠点を私設避難場所となるよう備蓄を進め、学習会や防災イベント

などを継続活動中。 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・定期的な配食活動で、地域の顔の見える関係性の構築と、こどもの見守り

体制の強化及び関係人口の増加を図ることができた。 

・当団が作成したパンフレットを、近隣小学校をはじめ社会福祉協議会など

に配布するほか、インターネット等を通じて地域への働きかけを積極的に行

うことで、第３の居場所やこども食堂の認知・意義、参加方法など情報を発

信できた。 

・和歌山市内のこども食堂と連携することで情報交換や相談など幅広く交流

することができた。 

・地域、商店街、大学（学校）、行政、市民団体が連携したクリスマス会を企

画運営し、地域の新しい活動モデルを提案できた。 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


